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気持ちよく晴れ渡った青空に、照りつけるような陽射し。いよいよ夏

本番ですね！熱中症に気をつけながら夏の暑さに負けることなく

元気に過ごしましょう。
第130号 令和2年8月

その1 子どもを『対等』に扱う

『自立している子』の親がしている４大習慣

子どもには【真似る才能】がある
ドロシー・ロー・ノルト博士の『子どもが育つ魔法の言葉』には次のようなくだりがあります。
「子どもはいつも、親の姿を見ています」・「親は子どもにとって、人生で最初に出会う最も影響
力のある『手本』なのです」

新型コロナウイルスの影響で世の中が大きく変わりつつあります。

子どもたちにとってもこれからはオンライン授業が広がるなど、学習スタイルが変化し、社会に

出るまでに習得すべき能力も、親の時代とはかけ離れて変化していくことが考えられます。そん

な変化の激しい現代において『親は子供に何をしてあげられるか』と悩んでいる人は

多いのではないでしょうか。

理屈だけでなく、「実際に何をどうしてあげればいいか」の一部を紹介します。

ベストセラー【嫌われる勇気】（ダイヤモンド社）で知られるアドラー心理学の独
自の教育理論の中で、『人間は、すべて平等であり、大人も子どもも対等であ

る』という考えにあります。アドラーは子供を勇気づけ、「私には能力がある」・

「私は認められている」と感じられる心を育てることを目指したのです。

子供に対して、怒りや不安、心配といったマイナスの感情があると

子供を恐れさせたり言うことを無理に聞かせようとしてしまいます。

大人の指示
に従わせてば
かりいると

子どもは大人に頼る癖がつき、自立できなくなります。

子ども扱いせず、対等に向き合うことで子どもは自分の頭

で考え、行動する力を身につけていくことができるでしょう。

親は子ども
に対して

『絶対○○がいい！』・
『××はすべきだ！』と
いった言葉遣いをする

これは、親が心配のあまり心配のあまり子どもの課題

に口を出している状態だとアドラーはいいます。

そして、親の課題と子どもの課題は【分離すべき】だとし、子どものためだと言
いながら本当は親自身が安心するためにやっていることを言っています。

子どもの課題は本来子どもが自分の力で解決すべきこと。
子どもを信頼して、まかせてみて、自分で解決できれば

子どもは自分に能力があると感じれるようになります。

その2 子どもの考えに敬意を持つ
子どもには大人とは違う視点・大人にはない発想力がある。

実際に子ども

から教わること

は意外と多い

『親は子どもよりも上』という固
定観念では、子どもに柔軟な思
考力を伸ばすことはできない。

子どもの意見や考えだからといって、
真剣に聞かずに受け流したりせず、
敬意をもって耳を傾けましょう。

子どもにたくさん話をさせ、じっくりと聞いてあげると、子どもは『自分は認めら

れている』と実感して、自分の考えに自信を持つことができます。

その3 言葉遣いに気を付ける
子供に対して言葉

遣いを丁寧にすると

命令したり、従わせようとする表
現にならず、感情的になってこじ

れることが少なくなります。

その4 大人が自分の感情に気づく

『何回言ったらわかるの！』
『いいから〇〇しなさい！』

『〇〇に決まっているじゃない！』

マイナスの感情
命令や反論の余地のない強い言葉が生まれ、
『親が上、子どもが下』という一方的な関係性
が強い出てしまいます。

親は自分のマイナスの感情に気づいたなら、場所を変
えるなどしてクールダウンし、『自分は子どもの課題に干
渉しているだけではないか？』・『もっと子どもの気持ち

に歩み寄れないか？』と冷静に考えてみましょう。

【学ぶ】の語源＝【真似る】

人は赤ちゃんのときから【真似る】力を持っていて、身
近な人の真似をしながら社会性を身につけていきます。

ネガティブな言い方は
できるだけ《NG》

『どうしてこんなことができないの？』など

と一方的に言いたいことを口にしたり人

を批判した言葉遣いをしていませんか？

『きっとできるよ』などとポジティブ

な表現を心がけましょう。

親がどんな時にどういう言葉遣いをするのか子どもは
よく見ています。

おおむねポジティブな
言葉遣いに

親の言葉遣いは子どもの子どもの言葉遣いだけでなく、心の持ちようにも影響します。

人を尊重する
家族や近所の人、あるいは見ず知らずの人に対し

て親がどのような接し方をしているのか子供は観

察しています。

挨拶をしているか？横柄な言葉遣いをしていない

か？立場や肩書きで人を評価していないか？

地域や家庭など身近なコミュニティでの大人の言

動は子どもに大きな影響を与えます。

失敗する姿を見せる
親が仕事に対して情熱を持ち、誰かの役に立った

り誰かの人生に影響を与えている姿を見て子ども

たちは励まされ、勇気づけられます。同時に失敗し

て落ち込んでいるところも包み隠さず見せ、そこか

ら立ち直り楽しく生きる姿を見せれば、子どもも失

敗を怖がらず、挑戦する心を持ち続けられます。

叱るより親が実践する

怒を静める

子どもにバランスのいい食事を食べさせたり、テレ

ビやスマホなどでの夜更かしをやめさせたいと思っ

たらまずは、親が実践しましょう。

健康的な食事・おやつの時間や散歩、自転車でで

かけるなどの家族団欒の時間を作り、てれび・ゲー

ム・スマホの時間を減らして見てはいかがですか。

子どもがかんしゃくを起こしたり、イライラして泣き

叫んだりした時は、親は一呼吸置いて落ち着かせ

てから話しかけるようにしましょう。

とはいえ、親も感情にまかせて大きな声をあげ、厳

しい言葉を子どもにぶつけてしまうことがあります。

そんなときは、大人も非を認めて謝りましょう。親と

して手本を見せるべき大事な言動です。


